
今後の対策
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中間評価
今後の取組の方向性

1. ⼝腔機能の維持・向上に関する取組
2. ⻭周病対策
3. 障害者（児）、要介護者が⻭科治療・
指導を受けられる環境の整備
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１．⼝腔機能の維持・向上に関する取組
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⼝腔機能の維持・向上に関する取組に
関する目標項目

 半年前に⽐べて固いものが⾷べにくくなりましたか
 お茶や汁物等でむせることがありますか
 ⼝の渇きが気になりますか

基本チェックリスト3項目

目標項目
計画策定時

（平成23年度）
中間評価時

（平成29年度）
評価

目標
（令和4年度）

中学生で歯列・咬合・顎関節に異
常のない者の割合の増加

９７．０％
９６．８％

（平成28年度）
悪化 増加

「噛ミング30」運動の主旨を理
解し、推進に取り組む学校園・保
育所・事業所等の増加

保育所・幼稚園
4.3％

学校 16.2％
事業所等 0％

保育所・幼稚園等
13.9％

学校 36.4％
事業所等 0％

改善 ５０％

60歳代における口腔機能の低下
が認められない人の割合の増加
（65～69歳 基本チェックリス
ト3項目のいずれにも該当しない
人）

６８．３％
（平成22年度）

５４．１％
（平成28年度）

悪化 ８０％

摂食機能療法を行う歯科医療機関
の増加

５０件
（平成25年
10月現在）

４５件
（平成29年
10月現在）

悪化 増加
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減退期維持期発達期

⼝腔機能の変化のイメージ図と
⻭科保健事業

年齢
乳幼児期・学齢期 成人期・妊娠期 高齢期

口
腔
機
能
の
発
達

普及啓発

1歳6か⽉児健康診査
三歳児健康診査

⻭周病検診

高齢者
⻭科⼝腔健診

妊婦・パートナー
⻭科健康診査

①口腔機能の健全な育成
のための介入

②口腔機能の維持・向上
のための介入

ボーダーライン
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＜表面＞ ＜裏面＞

①⼝腔機能の健全な育成
⼝腔機能に関する保健指導は、1歳6か⽉児健康診査や三歳児健康診査で⾏っている。
⼝腔機能の健全な育成に必要な注意点等をリーフレットにまとめ、令和3年度から1歳6か⽉児
健康診査で配布する予定である。
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オーラルフレイル概念図
2019年版

②⼝腔機能の維持・向上

太⽥ら，⽼年⻭学33（79-84），2018
より引用

オーラルフレイルとは、⼝に関する“ささいな衰え”が軽視されないように、⼝の機能低下、⾷
べる機能の障害、さらには、⼼⾝の機能低下までつながる“負の連鎖”に警鐘を鳴らした概念で
ある。
⼝の機能の低下は、60歳以上では半数以上に認められるため、若い頃からの対策が⼤切である。

⼝腔機能低下症の年代別の割合
（⼝腔不潔、⼝腔乾燥、咬合⼒、⾆⼝唇運動低下、
⾆圧、咀嚼機能、嚥下機能のうち該当する項目数）
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60歳代における⼝腔機能の低下が認められない人の割合

58.4

54.1 

68.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度

平成28年度

平成22年度

基本チェックリスト3項目の該当者（65〜69歳）

全く該当しない人 1項目該当する人 2項目以上該当する人

 半年前に⽐べて固いものが⾷べにくくなりましたか
 お茶や汁物等でむせることがありますか
 ⼝の渇きが気になりますか

岡⼭市介護予防・日常生活支援調査より

目標まで、
ほど遠い︕

目標

⼝腔機能の低下が認められない人の割合は、あまり改善していない。
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岡⼭市 高齢者⻭科⼝腔健診 受診結果（令和2年度）
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80歳

⼥性

80歳

男性

76歳

⼥性

76歳

男性

問題なし 要指導 要精密検査 （人）

94

130

48

80

受診者のほとんどがオーラルディアドコキネシス（滑⾆の検査）と⻭周病で、要精密検査となっ
ている。
滑⾆等は、訓練で改善が可能である。健診受診後、継続的に訓練ができる環境が必要である。
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令和3年

2⽉

平成29年

10⽉

平成25年

10⽉

⻭科医療機関数 摂⾷機能療法

岡⼭市内で摂⾷機能療法を⾏う⻭科医療機関数

おかやま医療情報ネットより

摂⾷機能療法を⾏う
⻭科医療機関は、
まだまだ少ない。

⼝腔機能の維持・向上に必要な指導を⾏う⻭科医療機関を探す⼀助となるのが、摂⾷機能療法を
⾏っているか否かであるが、岡⼭市内で、摂⾷機能療法を⾏っているのは、わずか63か所であ
る。
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滑⾆の検査の例

くちけんアプリ

11

健⼝くんハンディ

パ、タ、カをそれぞれ10秒間に言える回数を測定し、１秒間あたりの回数に換算する。
いずれも６回／秒以上で正常とする。
→ トレーニングするには、数値が目に⾒えるものが有効



今後の対策
 普及啓発

フレイル対策と連携しつつ、⼝腔機能の健全な育成、維持・向上対策を⾏う。

＜市⺠向け＞

・幼児健康診査や妊婦・パートナー⻭科健康診査受診者へ⼝腔機能に関する指導を⾏う。

・各保健センターで、前期高齢者の多い地区等を対象として、健康教育を⾏う。

・⼝腔機能の維持・向上に有効な訓練や体操を日常的に⾏えるよう、機器やアプリを紹介する。

＜専門職向け＞

・⻭科医師・⻭科衛生⼠への⼝腔機能管理に関する研修を⾏う。

＜介護施設職員向け＞

・施設職員への⼝腔機能の維持・向上に関する研修を⾏う。

 ⼝腔機能の低下を予防する対策

・⼝腔機能の低下に気づくことのできる健診を若い年代から実施する。

 ⼝腔機能が低下した人への維持・向上対策

・⼝腔機能健診後に、介護予防教室やあっ晴れ︕もも太郎体操との連携により、継続的に

効果的なお⼝の体操ができる環境を整備する。
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２．⻭周病対策
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⻭周病対策に関する目標項目
目標項目

計画策定時
（平成23年度）

中間評価時
（平成29年度）

評価
目標

（令和4年度）

中学生における歯肉に炎症所見を有す
る者の減少（G、GOの合計）

２０．３％ ２１．１％ 悪化 減少

過去１年間に歯科検診を受診した人の
増加

２９．５％ ４５．１％ 改善 ６５％

成人の喫煙率の低下（喫煙をやめたい
人がやめる）

１８．１％ １４．７％ 改善 ８％

40歳で喪失歯のない人の増加（35～
44歳）

７２．７％ ７８．０％ 改善 ８０％

歯周病を有する人の割合の減少（40歳
代における進行した歯周炎を有する人
の減少(40、45歳)）

４８．１％
（平成21～
23年度）

５１．１％
（平成26～
28年度）

悪化 ２５％

60歳で24本以上の自分の歯を有する人
の増加（55～64歳）

６４．６％ ７６．９％ 達成 70%→80％

職場で歯科検診を行っている事業所の
増加

１．３％ ３．２％ 改善 １５％
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永久⻭の抜⻭の原因調査

⻭周病

37.1 ％

う蝕（むし

⻭）

29.2 ％

破折

17.8 ％

埋伏⻭

5.0 ％

矯正

1.9 ％
その他

7.6 ％

8020推進財団
第２回永久⻭の抜⻭原因調査（平成30年） より
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15〜19 25〜29 35〜39 45〜49 55〜59 65〜69 75〜79 85〜

（本）

（歳）
平成28年⻭科疾患実態調査より

現在⻭数の変化

⻭周病対策
永久⻭を抜⻭する原因の約４割が⻭周病である。
永久⻭は、40歳頃から減少する。
→ ⻭周病対策は、40歳までに⾏うことが重要である。
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平成30年度 平成31年度
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令和2年度
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岡⼭市 ⻭周病検診 受診者数の推移
50歳以下の⻭周病検診受診者は少ないが、
健康市⺠おかやま21（第２次）中間評価アンケート（平成29年）では、30〜50歳代で、
「年１回以上、⻭科検診を受けている」と回答した人は44.1％、
「年１回以上、⻭⽯除去を受けている」と回答した人は40.7％、
「年１回以上、⻭磨きの指導を受けている」と回答した人は25.3％である。
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⻭周病のセルフチェックの⼀例

17
8020推進財団より

⻭科受診のきっかけづくりとして、セルフチェックを普及する。



今後の対策

 普及啓発
・幼児健診や妊婦・パートナー⻭科健康診査の受診者へ⻭周病の啓発を⾏う。
・保健センターごとに、⻭周病予防の健康教育を⾏う。
・学校保健安全委員会に出席して、PTA向けの健康教育を⾏う。
・関係課と連携し、健診の案内を⾏う。
例）特定健診の案内と⼀緒に、セルフチェックを紹介し、⻭周病検診を案内する。

国保無料クーポンの未使用者向けに受診勧奨を⾏う。
 医科⻭科連携
・糖尿病患者に対する⻭周病治療の重要性について、内科医と連携し、⻭科受診を
勧奨する。

・がん治療医から紹介を受けた患者に対し、適切な⻭科治療・⼝腔ケアを⾏えるよう、
⻭科専門職に対する研修を⾏う。

18



３．障害者（児）、要介護者が⻭科治療・
指導を受けられる環境の整備
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障害者（児）、要介護者が⻭科治療・指導
を受けられる環境の整備に関する目標項目

目標項目
計画策定時

（平成23年度）
中間評価時

（平成29年度）
評価

目標
（令和4年度）

障害者(児)入所施設での定期的
な歯科検診の実施率の増加

８０．０％ ９３．３％ 改善 １００％

介護老人福祉施設・介護老人保
健施設等での定期的な歯科検診
の実施率の増加

２８．１％ ５０．０％ 改善 １００％

歯科訪問診療を行う歯科医療機
関の増加

２１９件
（平成25年
10月現在）

２１５件
（平成29年
10月現在）

悪化 ３００件

バリアフリー（スロープ・手す
り）の歯科医療機関の増加

２３０件
（平成25年
10月現在）

２１８件
（平成29年
10月現在）

悪化 ３００件
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障害者（児）が⻭科治療・指導を
受けられる環境とは︖

自宅

⻭科訪問診療
訪問⻭科衛生指導

バリアフリー

自宅近くの
歯科診療所

大学病院・旭川荘等の
医療機関

日常のケアや一般的な治療
全身麻酔を要する等
高度な治療

患者の紹介
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平成29年
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⻭科医療機関数 ⻭科訪問診療 バリアフリー 訪問⻭科衛生指導

岡⼭市内で⻭科訪問診療を⾏う⻭科医療機関数および
バリアフリー（スロープ・⼿すり）の⻭科医療機関数

おかやま医療情報ネットより

目標

⼝腔内の清掃、義⻭の清掃、
⼝腔機能の回復や維持に関する実地指導

⻭科訪問診療を⾏う⻭科医療機関は増えているが、訪問⻭科衛生指導を⾏う⻭科医療機関は91
か所しかない。
在宅で、障害者（児）、要介護者が必要な⻭科治療・⼝腔ケアが受けられているのか︖
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岡⼭市内の⻭科診療所における
在宅医療の実施状況

はい, 52.2 ％

⾏っていないが今後

⾏う予定, 8.0 ％

いいえ（今後も⾏

う予定はない）, 

34.8 ％

無回答, 

4.9 ％

⻭科訪問診療実施の有無

4.3 

3.4 

33.3 

69.2 

79.5 

64.1 

94.0 

0 50 100

無回答

その他

⼝腔機能管理（摂⾷嚥下）についての相談

⻭周病治療についての相談

⼝腔衛生管理に関する相談

う蝕（むし⻭）の治療に関する相談

義⻭についての相談及び治療の要望

実施している治療やケア

（％）

⻭科訪問診療を「実施している」と回答した人が52.2％。
実施している治療は、義⻭に関するもの（94.0％）のほか、⼝腔衛生管理に関する相談
（79.5％）となっている。
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岡⼭市在宅医療推進方針（第２次）より



岡⼭市内の⻭科診療所における
在宅医療のイメージ

42.0 

26.3 

26.3 

16.5 

43.3 

55.4 

48.7 

28.1 

9.8 

11.6 

19.2 

27.2 

1.8 

3.1 

2.2 

25.0 

3.1 

3.6 

3.6 

3.1 
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今後⻭科訪問診療等は

推進すべき

⻭科訪問診療等を受ける患者の

満足感は⼤きい

⻭科訪問診療等を望む患者が

増えている

現在の⽴場で⻭科訪問診療等への

取組を増やしたい

そう思う 少しそう思う あまり思わない 思わない 無回答 （％）

「在宅医療を受ける患者の満足感は⼤きい」と回答した人は81.7％、
「今後⻭科訪問診療等は推進すべき」と回答した人は85.3％いる。
⼀方、「現在の⽴場で⻭科訪問診療等への取組を増やしたい」と回答した人は44.6％である。
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岡⼭市在宅医療推進方針（第２次）より



障害者（児）に対する⻭科医療技術者養成事業
障害者（児）の⻭科治療が、岡⼭⼤学病院や旭川荘に集中し
ている。
⇓

⼀般的な治療の治療間隔が延びてしまっている。
⇓

⼀般的な治療は⻭科診療所で受診できるように、⻭科専門職
に対して研修を実施した。

＊現在、⼤学病院は改修中

年度 内容 養成事業修了者
平成27年度 実地研修 16人
平成28年度 実地研修 11人
平成29年度 実地研修 12人
平成30年度 講演会 13人
令和元年度 講演会 13人
令和２年度 講演会 20人
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今後の対策
 普及啓発
＜市⺠向け＞
・研修修了者や発達障がい児協⼒⻭科医療機関マップ（平成26年、岡⼭県）等の公開による
受診機会の拡⼤

・かかりつけ⻭科医を持つことや定期⻭科健診の重要性に関する健康教育を⾏う。
＜専門職向け＞
・⻭科医師・⻭科衛生⼠に対し、発達に特性のある児への対応方法等の研修を⾏う。

例）○学習スタイルの理解
・言葉がけの代わりになるものを⽰す（絵カード）
・注目できるものの活用
・時間をかける

○スモールステップですすめる
・部屋に入る
・座位から少しずつ椅子を倒す
・寝かせた椅子に転ぶ

○ワークシステムを明確にする
・何をどれだけ⾏い、どうなったら終わるかを明確にする。

○よいルーティンを作る
・始まる儀式、終わる儀式
・数を数える 26


